和文論文タイトルはＭＳ明朝１４ポイント
──サブタイトルを付加する場合１２ポイント──

氏名は１２ポイント
投稿に際しては、当フォーマットをコピーしてご利用ください。上記のタイトル欄や氏名欄、この本文欄、および末尾の註欄も、この書式にしたがってください。例には挙げておりませんが、＜註＞の後に＜参考文献＞を付加することも可能です。ただし規定枚数（13ページ）内に収めてください。

論文の本文はＭＳ明朝の９ポイント、本文中の英文は“Times New Roman”の９ポイントでお願いいたします。このフォーマットに、原稿を流し込むことをお勧めいたします。

規定枚数内であれば、章題やスペースを付加することも自由です。

註（もしくは注）は、和文も英文も、８ポイントにしてください。

英語原文を引用する場合は、スペースとインデントをお願いいたします。以下の例の通りです。

Mrs Mooney was a butcher’s daughter. She was a woman who was quite able to keep things to herself: a determined woman. She had married her father’s foreman and opened a butcher’s shop near Spring Gardens.(1)
また、この１ページ目の本文は、35桁×27行、２ページ以降は、35桁×34行となっております。
本用紙サイズはＡ５版です。Ａ４版で執筆される場合が多いと思いますので、やはり最終的にここに流し込んでいただくのがベターです。
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